
会議録 

会議の名称 令和7年度 第3回阿見町地域公共交通活性化協議会 

開催日時 令和8年3月2日（月）午後2時00分～午後2時40分 

開催場所 阿見町役場 4階 全員協議会室 

事務局(担当課) 産業建設部都市計画課 オブザーバー なし 

出席委員人数 16名（うち4人代理） ※委員総数27名 傍聴人数 0人 

議題 

 

 

（１）協議事項 

デマンドタクシー＜あみまるくん＞土曜運行の実施について 

令和8年度阿見町地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について 

令和8年度阿見町地域公共交通活性化協議会予算（案）について 

 

（２）報告事項 

令和7年度阿見町デマンドタクシー＜あみまるくん＞の運行概要・実績 

について 

 

（３）その他 

なし 

会議録署名人 廣瀬貢司委員 渡辺智委員 

次第 １ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

（１） 協議事項 3件 

（２） 報告事項 1件 

 ※各事項については「議題」のとおり 

４ その他 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜議事内容＞ ○：委員 ●：事務局 ◎：オブザーバー 

・協議事項１ デマンドタクシー＜あみまるくん＞土曜運行の実施について 

●事 務 局：デマンドタクシー＜あみまるくん＞土曜運行の実施について説明。 

○委 員：町民アンケートでは土日祝日に運行していないことへの不満があり、実証

実験の結果を踏まえて令和 8 年度から土曜運行を実施するということだ

が、祝日についてはどう考えているか。町民の要望があれば検討していく

のか。 

●事 務 局：土曜運行の実施後にニーズを確認して、段階的に検討していきたい。 

○委 員：実証実験の利用者の居住地が示されているが、町南部でも吉原地区など居

住者がいるエリアで使われていない。この理由を分析しているか。 

●事 務 局：利用がないため実験結果の分析というのは難しい。吉原地区については、

茨城県が土地区画整理事業を行い街が立ち上がってきているような地区

で、家を買って居住されている方は比較的若く、吉原地区の状況を理解し

てお住まいになっていると考えられる。このため、公共交通に頼るという

考えは現時点ではないのではないか。 

○委 員：今回、良い結果が出て、4 月から運行が開始されることを嬉しく思う。改

めて、町民への周知をどのようにしていくのか、教えて欲しい。 

●事 務 局：実証実験の際には、ホームページ、広報紙、車内掲示、公共施設へのチラ

シの設置等を行ってきた。同様の周知啓発を考えているが、不足するよう

であれば、あみメールや LINE など使い積極的に実施したい。 

 

〇議長（会長）：本議案について、承認とする。 

 

・協議事項２ 令和 8年度阿見町地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について 

・協議事項３ 令和 8年度阿見町地域公共交通活性化協議会予算（案）について 

●事 務 局：令和 8 年度阿見町地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について及び

令和 8年度阿見町地域公共交通活性化協議会予算（案）について説明。 

○委 員：予算の諸収入について、6 万 6 千円の増となっているが内訳はどうなって

いるか。土曜運行の開始を見込んでいるのか。 

●事 務 局：過年度の実績から算出しており、土曜運行の開始は見込んでいない。 

○委 員：土曜運行の開始による収入は大きいと思う。国の補助金も減っており、事

業で回収をしていかなくてはならないので、次年度以降は加味して予算を

組んで欲しい。 

●事 務 局：次年度以降反映する。 

○委 員：利用者からの収入で事業費全体を補うのは難しいと思う。将来的に祝日も

日曜日もという要望が町民から出てくるのは悪いことではないが、実施す

ることになった場合、土曜日 1日を増やしただけでも 500 万近い費用が必

要になっており、国の補助金は自立を促すために減らされる傾向にあると

思う。ただ、免許返納などもあり全国的に交通手段がなくなる人は増えて

くると思う。国の補助金を増やすということは難しいのかもしれないが、

こうした現状を伝えて国に働き掛けるようなことは考えられるのか。 

 



 

 

 阿見町地域公共交通活性化協議会会議運営規程第６条により、署名する。 

    

署名委員名   廣瀬 貢司   ㊞ 

 

署名委員名   渡辺 智    ㊞ 

●事 務 局：他市町村でも補助金の活用が進んでおり、国の予算にも上限があることな

どから補助金は減少傾向にある。普段の業務において国とやり取りがある

ので、地域の実態を伝えていくことは可能だと思う。 

○委 員：町、国、利用者の負担で事業費を補うしかないので、将来的に運行日の拡

大を検討する場合には、どうやって財源を確保するのか検討したうえでニ

ーズの調査等に進んだほうが良いと思う。 

●事 務 局：検討の際にはご意見を踏まえて進める。 

 

〇議長（会長）：本議案について、承認とする。 

 

・報告事項１ 令和 7 年度阿見町デマンドタクシーあみまるくんの運行概要・実績について 

●事 務 局：令和 7 年度阿見町デマンドタクシー＜あみまるくん＞の運行概要・実績に

ついて報告。 

○委 員：あみまるくんは乗合タクシーだが、乗合率の変化はどうか、分かれば教え

て欲しい。 

●事 務 局：詳細な数字は手元にないので回答できないが、国補助の事業評価の際に確

認はしている。茨城大学との共同研究、オペレーターの予約方法の改善な

どにより若干だが乗合率は上昇している。 

 

●事 務 局：以上をもって令和 7年度第 3 回阿見町地域公共交通活性化協議会を閉会す

る。 

 

 


